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石
破
茂
自
由
民
主
党
総

裁
（
9
月
27
日
選
出
）
は
10

月
１
日
召
集
の
臨
時
国
会
で
、

第
１
０
２
代
首
相
に
指
名
さ

れ
、
皇
居
で
の
首
相
親
任
式
、

閣
僚
認
証
式
を
経
て
新
内
閣

を
発
足
さ
せ
た
。

石
破
首
相
は
就
任
直
後
の

記
者
会
見
で
、「
地
方
を
守

る
」
こ
と
を
政
権
の
基
本
方

針
の
一
つ
と
位
置
付
け
、「
地

方
創
生
に
強
い
決
意
を
持
っ

て
取
り
組
む
」
と
表
明
。

「
地
方
こ
そ
が
成
長
の
主

役
で
あ
る
」
と
し
て
、「
役

所
だ
け
で
な
く
産
業
界
、
教

育
機
関
、
金
融
、
労
働
者
、

報
道
機
関
な
ど
様
々
な
地
方

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
知

恵
を
出
し
合
い
、
地
方
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
応
じ
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
政
府
と

し
て
後
押
し
し
て
い
く
」
と

強
く
訴
え
た
。さ
ら
に
　「
新

し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境

創
生
本
部
」
を
創
設
し
、
今

後
10
年
間
で
集
中
的
に
取
り

組
む
基
本
構
想
を
作
成
し
、

こ
れ
ら
の
取
組
を
「
地
方
創

生
2.0
」
と
し
て
強
力
に
推
進

し
て
い
く
と
表
明
し
た
。

ま
た
、
10
月
４
日
の
所
信

お
知
ら
せ

旬
報
10
月
15
日
付
第
２

２
７
９
号
は
、10
月
25
日
付

２
2
７
９・８
０
号
合
併
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

石
破 

茂
氏
就
任 

新
内
閣
発
足

第102代
首 相

「
地
方
創
生 

強
い
決
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
」

表
明
演
説
で
は
、
地
方
創
生

交
付
金
に
つ
い
て
当
初
予
算

ベ
ー
ス
で
倍
増
を
目
指
す
方

針
を
明
ら
か
に
し
、
地
方
創

生
の
推
進
を
強
調
し
た
。

本
会
は
、
地
方
税
財
源
の

充
実
確
保
及
び
地
方
創
生
・

地
方
分
権
の
推
進
な
ど
の
要

望
事
項
実
現
に
向
け
て
、
坊

恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会
議

長
）
が
国
会
対
策
委
員
会
の

委
員
を
追
加
で
指
名
し
、
令

和
７
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
の
体
制
を
整
備
し
て
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。（
２
面
に
も
関
連
記
事

掲
載
）

令
和
６
年
度
市

町
村
長
及
び
市
町

村
議
会
議
長
総
務

大
臣
表
彰
式
が
10

月
４
日
、
全
国
町
村

会
館
で
行
わ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
、

中
島
正
之
小
城
市

議
会
議
長
が
受
彰

者
と
な
り
、
表
彰

状
・
記
念
品
を
受
領

し
た
。

表
彰
は
、
市
区

町
村
長
と
し
て
通

算
20
年
以
上
、
市
区
町
村
議

会
議
長
と
し
て
通
算
12
年
以

上
在
職
し
、
地
方
自
治
の
発

展
に
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
者
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

表
彰
式
で
は
、
原
邦
彰
総

務
審
議
官
か
ら
の
式
辞
の
ほ

か
、
小
島
正
泰
本
会
副
会
長

（
熊
谷
市
議
会
議
長
）
ら
来

賓
か
ら
の
祝
辞
、
祝
電
披
露

な
ど
が
あ
っ
た
。

受領する中島議長（小城市）

祝辞を述べる
小島副会長（熊谷市）

中
島
正
之
議
長
が
受
彰

中
島
正
之
議
長
が
受
彰

小
城
市

小
城
市

令和６年度令和６年度
総 務 大 臣総 務 大 臣
表 彰 式表 彰 式

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

（出典＝首相官邸HP）

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp


令和 6年 10月 5日号（2）第 2277・8号 全 国 市 議 会 旬 報

石
破
茂
首

相
は
10
月
１

日
の
就
任
記

者
会
見
で
、
９

日
の
臨
時
国

会
最
終
日
で

衆
議
院
を
解

散
し
、
総
選
挙

を
行
う
と
表
明
し
た
。

第
50
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
の
公
示
は

10
月
15
日
、
投
開
票
は

27
日
。

衆院総選挙衆院総選挙10/2710/27

石破内閣

※衆議院選挙区はいずれも令和 4 年の区割り変更前。
※表内の■は、市議会議員出身者で（　）内は出身市議会。

大　臣 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）

総 理 大 臣 石 破 　 茂 鳥取1区（鳥取市、倉吉市）

総 務 大 臣 村上誠一郎 愛媛2区（松山市（一部）、今治市、東温
市）

法 務 大 臣 牧 原 秀 樹 埼玉5区（さいたま市西区、北区、大
宮区、見沼区（一部）、中央区）

外 務 大 臣 岩 屋 　 毅 大分3区（別府市、中津市、豊後高田市、
杵築市、宇佐市、国東市）

財 務 大 臣 加 藤 勝 信
岡山5区（倉敷市（一部）、笠岡市、井
原市、総社市、高梁市、新見市、真庭市

（一部）、浅口市）

文部科学大臣 あ べ 俊 子 岡山3区（備前市、赤磐市、岡山市（一
部）、津山市、真庭市（一部）、美作市）

厚生労働大臣 福 岡 資 麿 参院佐賀

農林水産大臣 小 里 泰 弘
鹿児島3区（阿久根市、出水市、薩摩川
内市、日置市、いちき串木野市、伊佐市、
姶良市）

経済産業大臣 武 藤 容 治
岐阜3区（岐阜市（一部）、関市、美濃
市、羽島市、各務原市、山県市、瑞穂
市、本巣市）

国土交通大臣 斉 藤 鉄 夫 広島3区（広島市安佐南区、安佐北区、
安芸高田市）

環 境 大 臣 浅尾慶一郎 参院神奈川

防 衛 大 臣 中 谷 　 元 高知1区（高知市（一部除く）、室戸市、
安芸市、南国市、香南市、香美市）

官 房 長 官 林　 芳 正 山口３区（宇部市、山口市（一部）、萩
市、美祢市、山陽小野田市）

デジタル大臣 平　 将 明 東京4区（大田区（一部除く））

復 興 大 臣 伊 藤 忠 彦 愛知8区（半田市、常滑市、東海市、知
多市）

国家公安委員長
防 災 担 当 坂 井 　 学 神奈川5区（横浜市戸塚区、泉区、瀬谷

区）
少子化担当
女性活躍担当 三原じゅん子 参院神奈川

経 済 再 生
感染症危機担当 赤 澤 亮 正 鳥取2区（米子市、境港市）

経済安保担当 城 内 　 実 静岡7区（浜松市中央区（一部）、浜名
区、天竜区（一部除く）、湖西市）

地方創生担当 伊 東 良 孝
（釧路市） 北海道7区（釧路市、根室市）

（敬称略）

役　職 氏　名 選挙区（市区部のみ表記）

副 総 裁 菅　 義 偉
（横浜市） 神奈川2区（横浜市西区、南区、港南区）

幹 事 長 森 山　 𥙿
（鹿児島市）

鹿児島4区（鹿屋市、西之表市、垂水
市、曽於市、霧島市、志布志市）

総 務 会 長 鈴 木 俊 一
岩手2区（宮古市、大船渡市、久慈市、
遠野市、陸前高田市、釜石市、二戸市、
八幡平市、滝沢市）

政 調 会 長 小野寺五典 宮城6区（気仙沼市、登米市、栗原市、
大崎市（一部））

選対委員長 小泉進次郎 神奈川11区（横須賀市、三浦市）

国対委員長 坂 本 哲 志 熊本3区（山鹿市、菊池市、阿蘇市、合
志市）

自民党新執行部 （敬称略）

９
月
30
日
に
行
わ
れ
た
自

由
民
主
党
役
員
人
事
で
は
、

菅
義
偉
元
首
相
（
元
横
浜
市

会
議
員
）
が
副
総
裁
、
森
山

裕
前
自
民
党
総
務
会
長
（
元

鹿
児
島
市
議
会
議
長
）
が
幹

事
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し

た
。

村
上
総
務
相
は
、
地
方
創

生
に
つ
い
て
「
日
本
経
済
成

長
の
起
爆
剤
と
し
て
地
方
創

生
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
の
東
京
一

極
集
中
の
弊
害
を
是
正
し
、

多
様
で
強
靱
な
国
と
地
方
を

作
る
」
と
表
明
。
人
口
急
減

地
域
へ
の
支
援
強
化
や
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
等
に
対

応
し
た
地
方
自
治
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検
討

を
進
め
る
と
し
た
。

ま
た
、国・地
方
の
共
通
デ

ジ
タ
ル
基
盤
の
構
築
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
行
財
政
の
効

率
化
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
及
び
地
域
活
性
化

石
破
内
閣
で
は
村
上
誠
一
郎
氏
が
総
務
相
に
、
伊
東
良

孝
氏
（
元
釧
路
市
議
会
議
員
、
元
北
海
道
議
会
議
員
、
元

釧
路
市
長
）が
地
方
創
生
担
当
相
兼
新
し
い
地
方
経
済・生

活
環
境
創
生
本
部
担
当
相
に
就
任
し
、
10
月
２
日
に
記
者

会
見
を
行
っ
た
。

村
上
総
務
相

多
様
で
強
靱
な
国
と
地
方
作
る

伊
東
地
方
創
生
相

「
地
方
創
生
２・
０
」
起
動
へ

伊
東
地
方
創
生
担
当
相
兼

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環

境
創
生
担
当
相
は
、
政
権
の

主
要
政
策
で
あ
る
「
地
方
創

生
２・０
」を
起
動
す
べ
く
関

係
大
臣
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
し
た
。

地
方
創
生
関
係
の
交
付
金

な
ど
に
よ
り
地
方
に
お
け
る

主
体
的
な
取
組
を
強
力
に
後

押
し
す
る
な
ど
、
日
本
経
済

成
長
の
起
爆
剤
と
し
て
の
地

方
創
生
策
を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
述
べ
、「
東
京
一

極
集
中
是
正
は
全
国
の
市
町

村
の
悲
願
。
地
域
活
性
化
に

繋
が
る
政
策
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
表
明
し
た
。

に
向
け
た
５
Ｇ
、
光
フ
ァ
イ

バ
等
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
つ
い
て
も
推
進
し
て

い
く
と
し
た
。

地
方
創
生
加
速
へ

地
方
創
生
2.0
起
動

東
京
一
極
集
中
是
正

自
民
党
新
役
員

自
民
党
新
役
員

総
務
相
・
地
方
創
生
相
就
任
会
見
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新
庁
舎
落
成

▽
本
巣
市
（
岐
阜
県
）

〒
５
０
１
―
０
４
９
１

本
巣
市
早
野
２
５
５

☎
０
５
８
―
３
２
３
―
８
１
０
３

FAX
０
５
８
―
３
２
３
―
８
１
０
４

傍
聴
席
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
構
造
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
議
場
の

床
に
は
市
の
花
で
あ
る
淡
墨

桜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絨
毯
が

敷
か
れ
て
い
る
。

議場
（写真提供＝本巣市）

本巣市役所新庁舎
（写真提供＝本巣市）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
新
田
寛
之

小
松
市
議
会
議
長
）
は
10
月

３
日
、
全
国
都
市
会
館
で
正

副
会
長・監
事・相
談
役
会
を

開
催
。
令
和
７
年
度
政
府
予

算
編
成
に
向
け
た
基
地
対
策

関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
要
望
案
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

要
望
案
は
、
基
地
・
調
整

交
付
金
３
８
５
億
４
０
０
０

万
円
（
前
年
度
比
10
億
円

増
）
及
び
基
地
周
辺
対
策
経

費
（
契
約
ベ
ー
ス
）
１
４
８

９
億
円
（
前
年
度
比
１
１
９

億
円
増
）
の
概
算
要
求
額
の

満
額
確
保
な
ど
を
求
め
る
も

新田会長
（小松市）

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する時事通
信社 iJAMP「市議会最前線」。10月は京都府京田辺
市が取り組む「身近で開かれた議会は「広報・広聴」か
ら」を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取組」
でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 京都府京田辺市

 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

の
で
、
原
案
通
り
11
月
19
日

の
第
１
１
０
回
理
事
会
に
提

案
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

会
議
で
は
、
新
田
会
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
能
登
半
島

を
襲
っ
た
１
月
の
地
震
と
９

月
の
豪
雨
の
被
災
者
へ
の
お

見
舞
い
を
述
べ
た
後
、「
基

地
対
策
関
係
予
算
の
増
額
確

保
、
施
策
の
充
実
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
一
致
団
結
し

強
力
な
要
望
活
動
を
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
、
政
府
予
算
編
成
に
向
け

た
支
援
と
協
力
を
求
め
た
。

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

要
望
案
に
つ
い
て
協
議

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
喜

多
浩
一
金
沢
市
議
会
議
長
）

は
10
月
３
日
、
金
沢
市
で
正

副
会
長・監
事・相
談
役
会
議

を
開
催
し
、「
自
治
体
病
院
に

関
す
る
要
望
」
を
決
定
し
た
。

要
望
は
、
自
治
体
病
院

が
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
良

質
な
医
療
を
提
供
し
、
地
域

社
会
維
持
の
重
要
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
に
は
、
経
営
基
盤
の
安
定

化
と
と
も
に
医
師
不
足
等
の

早
期
解
消
が
不
可
欠
で
あ
る

と
し
、
自
治
体
病
院
の
財
政

村山市長
（金沢市）

措
置
や
医
師
確
保
対
策
に
加

え
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

自
然
災
害
時
等
の
医
療
確
保

な
ど
８
項
目
を
求
め
て
い
る

（
上
掲
）。

財
政
措
置
等
に
つ
い
て
は
、

小
児
医
療
、救
急
医
療
、精
神

科
医
療
、
へ
き
地
医
療
、
高

度
医
療
、
周
産
期
医
療
等
の

政
策
医
療
や
不
採
算
医
療
に

つ
い
て
、
病
院
事
業
に
係
る

地
方
交
付
税
措
置
を
更
に
拡

解
消
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
決
定

経
営
基
盤
安
定
化
や
医
師
不
足

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

病
院
協

病
院
協

基地協基地協

※本会ホームページに全文掲載 

１	財政措置等
２	医師確保対策等
３	医師等の働き方改革
４	新専門医制度
５	救急医療
６	地域医療構想
７	自然災害時等の医療確保
８	感染症への対応

自治体病院に関する要望

充
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
。

医
師
確
保
対
策
等
に
つ
い

て
は
、医
師
の
地
域
偏
在・診

療
科
偏
在
等
の
解
消
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。

喜
多
会
長
は
、
冒
頭
あ
い

さ
つ
で
自
治
体
病
院
に
つ
い

て
「
人
口
構
造
の
変
化
や
医

師
不
足
、
地
域
・
診
療
科
偏

在
、
物
価
高
な
ど
の
影
響
で

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
」と
述
べ
た
。
続
い
て
、開

催
市
で
あ
る
金
沢
市
の
村
山

卓
市
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
。

喜多病院協会長
（金沢市）

https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口
　
45
万
５
６
２
１
人

（
令
和
６
年
８
月
31
日
）

▽
面
積
　
５
１
７・72
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
徳
川
家
康

の
従
兄
弟
で
あ
る
水
野
勝
成

が
福
山
城
を
築
き
、
城
下
町

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

明
治
22
年
の
市
町
村
制
に
よ

り
福
山
町
と
な
り
、
大
正
５

年
７
月
に
は
市
制
施
行
。
昭

和
の
高
度
成
長
期
に
臨
海
工

業
地
帯
と
し
て
発
展
し
、
平

成
10
年
４
月
、
中
核
市
に
移

行
し
た
。
平
成
27
年
に
は
全

国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
連
携

中
枢
都
市
圏
の
取
組
を
開
始

し
、
備
後
圏
域
の
中
核
都
市

と
し
て
７
市
２
町
の
連
携
を

推
進
し
て
い
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
令
和
４
年
に

築
城
４
０
０
年
を
迎
え
た
福

山
城
の
天
守
北
面
の
鉄
板
張

り
は
全
国
唯
一
の
も
の
。
ま
た
、

伏
見
城
か
ら
移
築
さ
れ
た
伏

見
櫓
と
筋
鉄
御
門
が
現
存
し

て
お
り
、
現
在
、
国
宝
化
を
目

指
し
て
い
る
。
福
山
城
跡
の
あ

る
城
山
は
も
と
も
と
蝙
蝠
山

と
称
さ
れ
て
お
り
、
蝙
蝠
と
山

を
か
た
ど
っ
て
市
章
と
し
た
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数
　
38
人
（
現
在

男
性
32
人
、
女
性
６
人
）

▽
前
回
選
挙
　
令
和
６
年
４

月
７
日
、
立
候
補
56
人
、
投

票
率
41・15
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
改
選

後
、
継
続
し
て
設
置
し
た
地

方
創
生
調
査
特
別
委
員
会
の

調
査
項
目
に
人
口
減
少
及
び

少
子
化
対
策
に
関
す
る
調
査

を
追
加
し
、（
仮
称
）
子
ど

も
未
来
館
の
整
備
に
向
け
た

ライトアップされた福山城（写真提供＝福山市）

本
市
は
、「
１
０
０
万
本

の
ば
ら
の
ま
ち
」
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
令
和
７
年
に

「
第
20
回
世
界
バ
ラ
会
議
福

山
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
世
界
バ
ラ
会
議
」
は
世
界

バ
ラ
会
連
合
最
大
の
大
会
で
、

御
来
訪
の
皆
様
に
満
足
し
て

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
も
郷
土
へ
の
愛
着
と

誇
り
を
感
じ
ら
れ
る
大
会
に

す
べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。ま
た
、福
山
城
で
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
城
主
体
験
が

で
き
る
「
城
泊
」
な
ど
、
新

た
な
魅
力
創
出
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
皆
様
の
御
来

訪
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

議
長
の
話

議
長
の
話

第8回第 8回

今岡 芳徳 議長

市　章

福

山

市

委
員
長
市

社
会
文
教
委
員
会

紹
介

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
政
務
活
動
費
管
理
シ
ス

テ
ム
の
実
証
実
験
な
ど
、
議

会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
組
を

進
め
て
い
る
。

▽
柏	

助
川
忠
弘（
9・6
）

▽
箕
面	

岡
沢
　
聡（
9・6
）

▽
高
砂	

迫
川
高
行（
9・11
）

▽
安
芸	

佐
籘
倫
与（
9・11
）

▽
大
洲	

村
上
松
平（
9・18
）

▽
常
陸
太
田

	

高
星
勝
幸（
9・20
）

▽
長
崎	

岩
永
敏
博（
9・20
）

▽
小
牧	

小
島
倫
明（
9・25
）

▽
新
見	

古
川
英
明（
9・25
）

▽
館
林	

渋
谷
理
津
子（
9・26
）

▽
香
美	

小
松
紀
夫（
9・26
）

▽
桜
川	

風
野
和
視（
9・27
）

▽
稲
沢	

吉
川
隆
之（
9・30
）

▽
草
津	

西
村
隆
行（
9・30
）

▼
副
議
長

▽
広
島	

宮
崎
誠
克（
6・28
）

▽
千
曲	

北
川
原
晃（
8・2
）

▽
厚
木	

髙
橋
知
己（
8・6
）

▽
淡
路	

長
瀬
雅
宏（
8・7
）

▼
議
長

▽
千
曲	

金
井
文
彦（
8・2
）

▽
刈
谷	

外
山
鉱
一（
8・7
）

▽
淡
路	

籾
谷
　
宏（
8・7
）

▽
常
陸
大
宮	

	

大
貫
道
夫（
8・9
）

▽
松
阪	

中
島
清
晴（
8・19
）

▽
高
梁	

石
井
聡
美（
8・21
）

▽
知
立

	

山
崎
り
ょ
う
じ（
8・26
）

▽
松
原	

河
本
晋
一（
8・28
）

▽
掛
川	

松
本
　
均（
8・30
）

▽
七
尾	
山
崎
智
之（
9・2
）

▽
綾
部	
松
本
幸
子（
9・2
）

▽
光	
森
戸
芳
史（
9・3
）

▽
四
国
中
央

	

山
川
和
孝（
9・3
）

▽
小
矢
部	

藤
本
雅
明（
9・4
）

▽
常
陸
大
宮

	

岡
﨑
欣
也（
8・9
）

▽
松
阪	

沖
　
和
哉（
8・19
）

▽
知
立	

神
谷
定
雄（
8・26
）

▽
松
原	

依
田
眞
美
子（
8・28
）

▽
綾
部	

本
田
文
夫（
9・2
）

▽
土
佐
清
水

	

谷
口
佳
保（
9・2
）

▽
八
戸	

山
名
文
世（
9・3
）

▽
交
野	

藤
田
茉
里（
9・3
）

▽
宇
陀	

西
岡
宏
泰（
9・3
）

▽
光	

萬
谷
竹
彦（
9・3
）

▽
小
矢
部	

谷
口
　
巧（
9・4
）

▽
柏	

佐
藤
　
浩（
9・6
）

▽
箕
面	

尾
﨑
夏
樹（
9・6
）

▽
高
砂	

島
津
明
香（
9・11
）

▽
安
芸	

山
下
　
裕（
9・11
）

▽
薩
摩
川
内

	

落
口
久
光（
9・17
）

▽
大
洲	

武
田
典
久（
9・18
）

▽
常
陸
太
田

	

菊
池
勝
美（
9・20
）

▽
海
津	

浅
井
ま
ゆ
み（
9・20
）

▽
長
崎

	

山
口
ま
さ
よ
し（
9・20
）

▽
小
牧	

石
田
知
早
人（
9・25
）

▽
新
見	

岡
崎
裕
生（
9・25
）

▽
館
林	

川
村
幸
人（
9・26
）

▽
香
美	

山
﨑
眞
幹（
9・26
）

▽
宗
像	

岡
本
陽
子（
9・26
）

▽
桜
川	

鈴
木
裕
一（
9・27
）

▽
稲
沢	

服
部
礼
美
香（
9・30
）

▽
草
津	

服
部
利
比
郎（
9・30
）

▼
事
務
局
長

▽
桜
川	

増
渕
孝
明（
4・1
）

議
会
人
事

政
府
は
、
6
月
8
日
か
ら

7
月
30
日
ま
で
の
間
の
豪
雨

に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
激
甚

災
害
と
し
て
指
定
し
、当
該
災

害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置

を
指
定
す
る
政
令
を
９
月
６

日
に
閣
議
決
定
、
同
11
日
に

公
布・施
行
し
た
。

同
政
令
の
施
行
に
よ
り
、

①
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
等
に
関
す
る
特
別
の
財

政
援
助
②
農
地
等
の
災
害
復

旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特

別
措
置
③
農
林
水
産
業
共
同

利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

の
補
助
の
特
例
―
な
ど
の
措

置
が
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
同
日
付
で
、
同
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
山
形

県
最
上
郡
鮭
川
村
の
中
小
企

業
者
等
に
対
し
、
中
小
企
業

信
用
保
険
の
特
例
措
置
を
講

ず
る
こ
と
と
す
る
政
令
等
が

公
布・施
行
さ
れ
た
。

暴
風
雨
災
害
激
甚
指
定

秋
田
県・山
形
県・島
根
県



全 国 市 議 会 旬 報 第 2277・8号（5）令和 6年 10月 5日号

地方の過疎化・高齢化が進む中、農村の持つ価値や魅力により移住に注目が集まっています。
本セミナーにおける講演や意見交換を通じて、農村振興に必要な施策やノウハウ、具体的な事例、地域資源の有効な

活かし方を学び、地方議会議員が果たすべき役割について考えませんか。

新たな知と方法を生む地方創生セミナー

新しい地域づくりへの挑戦
一般財団法人
地域活性化センター
�������������������������������������

農 村 振 興 の た め に 
地方議会議員 ができること

結東の石垣田～津南町～（農村景観百選）

市町村職員中央研修所 （市町村アカデミー）　https://www.jamp.gr.jp/
〒261-0025　千葉市美浜区浜田1丁目1番地　TEL 043-276-3126 （玉井、古山）

市町村議会議員特別セミナー市町村議会議員特別セミナー ����������������������������
��������S
S
pecial
eminar

for councillor

当研修所では、市区町村議会の議員の皆様を対象に、自治体が直面し
ている重要課題や時局の話題を取り上げる宿泊型特別セミナーを開催し
ています。多くの議員の皆様のご参加を、お待ち申し上げております。

対 象	 県・市町村議会議員及び議会事務局の方
	 農村振興に興味のある方など
募集人数	 50名程度
参加費	 15,000円　
申込方法	 地域活性化センターウェブサイトから
	 お申込みはこちら ➡ 

申込方法等

日 程	 令和７年１月９日 (木)・10日 (金)
場 所	 市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）
	 千葉市美浜区浜田１－１（JR幕張本郷駅・海浜幕張駅よりバス10分）

日程等

日 程	 令和７年１月17日 (金)　13:00～17:20
場 所	 日本橋プラザビル3階 会議室 2 , 3 , 4
	 東京都中央区日本橋２ー３ー４

日程等 講 　師

講演：やる気と仕掛けでまちは変わる！
溝畑　宏 氏 （大阪観光局理事長）
自治省、㈱大分フットボールクラブ代表取締役、観光庁
長官、内閣官房参与、京都府参与など歴任。2015年
より現職。

講演：いかに人間力・仕事力を磨き続けるか
原田隆史 氏 （㈱原田教育研究所 代表取締役社長）
⼤阪市公⽴中学校に勤務し教育現場を次 と々⽴て直す。
2008年に起業。多くの企業で⼈材育成研修を担当。オ
リンピック選⼿などのメンタルトレーニングにも携わる。

講演：住民から期待される議会になるには
中村　健 氏 （早稲田大学マニフェスト研究所事務局長）
ＪＲ四国勤務後、２７歳で徳島県川島町長。その後、
同研究所研究員などを経て現職。その他、山陽小野田
市議会アドバイザー、各市議会アドバイザーなど支援。

講演：超高齢社会における議会のデジタル化とは
岩崎尚子 氏 （早稲田大学電子政府・自治体研究所教授）
専門は高齢社会とICT、行政DX、電子政府・自治体、
SDGsとDXなど。現在、デジタル庁「政策評価・行政事
業レビュー」座長代理など歴任。

１日目	 1月	 9日 （木）	 13:30～16:45
２日目	 1月10日 （金）	 9:00～12:15
	 ※1月9日は別途、情報・意見交換会（夕食）あり

講演内容

1 月１０日

1 月 9 日

明治大学農学部 教授　小田切 徳美 氏
東京大学大学院単位取得退学、博士（農学）。
専門は農村政策論、地域ガバナンス論。東京大
学助教授等を経て、2006年より現職。過疎問
題懇談会座長（総務省）、移住・二地域居住等
促進専門委員会座長（国交省）、農村RMO推
進研究会座長（農水省）等を兼任。

新潟県津南町出身。２０１２年、東京大学公共政
策大学院修了。大学院在学時、長野県北部地
震を機に、津南町議会議員選挙に出馬し、初当
選を果たす。副議長などを歴任した。町議会議員
2期目の18年に町長選に出馬し、初当選。当時、
全国最年少で町長に就任した。（現在２期目。）

新潟県津南町 町長　桑原  　悠 氏

対 象	 市区町村議会議員
募集人数	１２０名（先着）
宿 泊	 市町村アカデミー　※外泊不可
参加費	 10,000円　※宿泊費及び食費含む
申込期限	 令和６年１１月６日（水） まで
申込方法	 議会事務局を通してお申し込みください。
	 市町村アカデミーHP で電子申込
	 (ID,PASSは自治体送付済みの「令和６年度研修計画」参照）
	 ※１団体９人まで
	 ※申込期限後 、決定通知送付

申込方法等

一般財団法人 地域活性化センター （セミナー統括課）　https://www.jcrd.jp/
〒103-0027　東京都中央区 日本橋 2-3-4 日本橋プラザビル13階　TEL 03-5202-6134　Mail seminar@jcrd.jp

令和7年

1.17金 13:00 ～ 17:20

お問合せ先

お問合せ先

https://www.jamp.gr.jp/
https://www.jcrd.jp/event/matchingseminar/2024/0306_2905/
https://jcrd.form.kintoneapp.com/public/bc405647fb576f6bebb8da405e4935da063fbcd8a96d681694eedb68553569e9
https://jcrd.form.kintoneapp.com/public/bc405647fb576f6bebb8da405e4935da063fbcd8a96d681694eedb68553569e9
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２
７
５
０
円(

税
込・送
料
別)

鵜
沼
信
二　

著

地
方
議
会
に
は
地
方
自
治

法
や
会
議
規
則
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ル
ー
ル
が
あ
り
、
一
読

し
た
だ
け
で
理
解
す
る
の
は

と
て
も
困
難
で
す
。

本
書
は
毎
回
テ
ー
マ
を
定

め
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
重
要
な	

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
ま

す
。
難
解
な
法
令
・
条
例
・

行
政
実
例
の
理
解
を
助
け
、

地
方
議
員
の
皆
様
の
議
会
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
議
会
運

営
の
疑
問
に
答
え
る
書
籍
と

な
り
ま
す
。

統
一
地
方
選
挙
後
に
新
た

に
議
員
と
な
ら
れ
た
方
々
に

と
っ
て
は
、
な
に
も
の
に
も

替
え
難
い
道
標
と
な
る
で

し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
別
で
わ
か
り
や
す
い
！

地
方
議
会・議
員
の
基
礎
知
識

好評　難解な法令・条例・行政実例の理解と、議員活動・議会運営力アップには…

新刊　民主主義の基本を支える選挙制度の基本的な知識を得るために…

２
９
７
０
円(

税
込・送
料
別)

河
村
和
徳　

著

新
刊　

地
方
議
会
に
と
っ

て
、
地
域
住
民
の
代
表
者
を

選
ぶ
選
挙
制
度
は
と
て
も
重

要
な
も
の
で
す
。

本
書
は
、
選
挙
を
め
ぐ
る

「
投
票
方
式
」「
な
り
手
不

足
」「
投
票
率
」
な
ど
の
テ
ー

マ
別
に
講
義
を
展
開
す
る
ス

タ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
、
18
歳

へ
の
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下

げ
な
ど
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る

近
年
の
選
挙
環
境
の
動
向
も

フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
民
主
主
義
を
支
え

る
選
挙
制
度
の
基
本
的
な
知

識
を
得
る
た
め
に
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
書
籍
と
な

り
ま
す
。

中央文化社

東北大学大学院
情報科学研究科准教授

選 挙 を め ぐ る あ れ こ れ

河村  和徳 著

Local  Elections Trivia

地方議員のための地方議員のための地方議員のための地方議員のための
選挙トリビア選挙トリビア選挙トリビア選挙トリビア

地
方
議
員
の
た
め
の

選
挙
ト
リ
ビ
ア

選
挙
を
め
ぐ
る
あ
れ
こ
れ

予算や各種施策・事業のあり方を議会で議論する際のポイントを見つけるには…

２
６
４
０
円(

税
込・送
料
別)

青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授 

鈴
木
豊 

監
修

青
山
公
会
計
公
監
査
研
究
機
構 

編
著

予
算
や
各
種
施
策
・
事
業

の
あ
り
方
を
議
会
で
議
論
す

る
際
に
、
市
町
村
議
員
が
新

地
方
公
会
計
の
制
度
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
は
重
要
と
な

り
ま
す
。

本
書
は
、
新
地
方
公
会
計

の
基
本
的
知
識
、
具
体
的
事

例
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
書
籍
で
す
。

議
会
で
す
ぐ
に
活
用
で
き

る
、
全
て
の
議
員
に
と
っ
て
ま

さ
に
必
読
の
一
冊
で
す
。

巻
末
で
は
議
会
・
自
治
体

で
の
審
議
事
例
の
ポ
イ
ン

ト
解
説
も
収
録
！

市
町
村
議
員
の
た
め
の

わ
か
り
や
す
い

新
地
方
公
会
計

「月刊 地方議会人」サンプル版
ではデジタルブックで地方議
会議員・議会事務局の方々に
好評の特集、現地報告各２本、
連載３本を「無料」 で読むこと
ができます！   クリック

発行の中央文化社がお勧めする月刊地方議会人全国市議会議長会
全国町村議会議長会共同編集

議会で役立つ「専門書籍」のご案内

月刊 「地方議会人」 デジタル 
ブックサンプル版はじめました !

議会広報紙を住民にわかりやすくつくるポイントを見つけるには…

２
５
３
０
円(

税
込・送
料
別)

	

芳
野
政
明
／
吉
村　

潔　
編
著

広
報
で
差
が
つ
く
議
会
力

― 

市
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニッ
ク

議
会
の
日
々
の
活
動
を
伝

え
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
の
が
議

会
広
報
で
す
。

本
書
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
市
町
村
議
会
広
報
30
紙

を
厳
選
し
、
改
善
点
な
ど
を

論
評
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
と

も
に
紹
介
。 

巻
末
に
は
編
著
者
に
よ
る

特
別
対
談
「
読
み
た
く
な

る
議
会
広
報
紙
の
つ
く
り
か

た
」
を
収
録
。

議
会
広
報
の
編
集
委
員
は

も
と
よ
り
、
住
民
と
広
報
紙

を
通
し
て
広
く
政
策
共
有
・

報
告
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
い
る
現
在
の
議
会
の
全
て

の
議
員
に
と
っ
て
ま
さ
に
必

読
の
一
冊
で
す
。

地方分権を支える自主財源「地方税」を理解するために…

１
９
８
０
円(

税
込・送
料
別)

	

月
刊
「
地
方
議
会
人
」
別
冊

市
町
村
議
員
の
た
め
の

よ
く
わ
か
る
地
方
税

地
方
議
会
に
お
い
て
地
方

分
権
を
支
え
る
重
要
な
自
主

財
源
で
あ
る
「
地
方
税
」
を

理
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
す
。

た
だ
、
地
方
税
を
理
解
し

よ
う
と
し
て
も
法
律
や
条
例

な
ど
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
わ

か
り
に
く
い
で
す
し
、
住
民

の
税
負
担
を
決
定
す
る
大
切

な
税
条
例
も
、
地
方
議
会
で

の
審
議
が
深
ま
っ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

本
書
は
地
方
税
の
仕
組
み

や
課
題
な
ど
に
地
方
議
会
が

果
た
す
べ
き
役
割
と
の
関
係

を
含
め
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

地方税に関する近年の動きを
この一冊で解説！

　地方議会において活動していくうえで、地方自治を支え
る重要な自主財源である「地方税」を理解することは極め
て重要です。「地方税」の仕組みや課題などについて地方
議会が果たすべき役割との関係を含め、わかりやすく解説
しています。

月刊「地方議会人」別冊

市町村議員のための

地方税
よくわかる

https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1

